






要約 

高濃度酸素吸入がいかなる影響を肺血管系に与えるかについて,摘出肺動脈切片を用いた

bioassay 法にて検討を行なった。 

その結果高濃度酸素下で 3 日間飼育したウサギより摘出した肺動脈切片において

は,endothelium-derived relaxing factor(EDRF)存在がみられなかった。又 KCLによる収

縮,パパベリンによる拡張反応も有意に減弱していた。このことは高濃度酸素投与が 3日間

以上になると,肺動脈血管内皮細胞の損傷が発生するのみではなく平滑筋層にも傷害がみ

られ,収縮，拡張等の機能的損傷が発生するものと考えられる。 


